令和２年度　学校経営計画に対する最終評価報告書
石川県立飯田高等学校

	重　点　目　標
	具　体　的　取　組
	実現状況の達成度判断基準
	集計結果
	最終評価
	成果と次年度の改善策

	1
	確かな学力の醸成のために主体的な学びを通して、思考力・判断力・表現力を育成する。
	1 
	教員の授業改善と生徒の進路意識の向上を図る。
	１・２学年それぞれで目標基準を

Ａ：すべて達成した

Ｂ：２つ達成した
Ｃ：１つ達成した
Ｄ：達成できなかった
	学習到達度を測る１月模擬試験（英数国３教科総合）の結果は、
１年　　５％　２３％　４３％
２年　１０％　３０％　４８％
であった。
	1年生
D
2年生
B
	2年生は上位層の育成が必要である。1年生は引き続き学年と教科で連携し、各教科で補強すべき点を明らかにし、指導に反映させていく。

	
	
	②
	進路実現可能な学力を身に付けるために自立的学習習慣を定着させる。
	進路アンケートで授業外学習時間を確認し、学年＋１時間を達成している生徒の割合が

Ａ：８０％以上　　Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上　　Ｄ：６０％未満
	1年：9～12月　4.1%

   　冬休み　17.4%

2年：9～12月　0%

    冬休み　15.5%
	D
	夏休みに比べ、冬休みは改善が見られた。模試・検定対策が学習時間の伸びにつながったと考えられる。生徒に具体的な目標を持たせ、自立的、計画的な学習ができるような指導を心掛ける。

	
	
	③
	公務員志望者が幅広い知識と、情報処理能力を身につけ、実際の公務員試験に対応できる力を育成する。
	公務員試験直前の模擬試験においてＢランク以上の生徒の割合が

Ａ：６０％以上　　Ｂ：４０％以上
Ｃ：３０％以上　　Ｄ：３０％未満
	公務員試験直前の模擬試験において、Ｂランク以上の生徒が８名中７名（８７．５％）であった。
	Ａ
	10名中８名が第1志望先に合格内定を得た。

	
	
	④
	研究授業、互見授業により、探究的な学習活動や主体的な学びを推進して、思考力を育成する。
	授業改善への取組に年間を通じて参加した回数が

Ａ：５回以上　　Ｂ：４回

Ｃ：３回　　　　　Ｄ：３回未満

授業改善アンケート項目⑥「この授業で学力がつく」⑩「友人と意見を共有することにより理解を深めることができる」の評価が

Ａ：９０％以上　Ｂ：８０％～９０％未満

Ｃ：７０％～８０％未満　Ｄ：７０％未満
	授業などを参観した回数の平均は
７．５回であった。
第２回授業改善アンケート項目⑥はＡ ６３％、Ｂ ３２％で、合算９５％
項目⑩は
Ａ ６０％、Ｂ ３２％で、合算９３％であった。
	Ａ
Ａ
	昨年度の平均回数は、５．７回であった。昨年度に比べ、初任者とその指導教諭の他、積極的に参観した教員が多かった。
昨年度は、項目⑥のみを評価対象とし、合算９２％であった。

	学校関係者評価委員の評価
	・個々の特出した力を見つけ、その特技を生かして伸ばしていけることが望ましい。先生方にもそのような指導をお願いしたい。

	学校関係者評価委員の評価を
踏まえた今後の改善策
	・「ゆめかなプロジェクト」や、探究学習活動を通して、生徒の個々の特出した力を見つけ、教員同士で情報共有し指導していきたい。


№　１
　№　２
	重　点　目　標
	具　体　的　取　組
	実現状況の達成度判断基準
	集計結果
	最終評価
	成果と次年度の改善策

	２

	人間関係力を育成することにより、円滑な社会生活を送る資質を養い、人間力を向上させる。

	
	普通科・総合学科の生徒が合同で１つの研究テーマを設定し、互いに協力しながら探究活動を行い、学びに対する前向きな心を育む。
	普通科・総合学科合同の「ゆめかな」の時間に対して、生徒の満足度が
Ａ：８０％以上　　Ｂ：７０％以上
Ｃ：６０％以上　　Ｄ：５０％未満
	全学年対象のアンケートに対し、
２・３年生の満足度が８８％
１年生の満足度が９３％であった。
	Ａ
	自主的に活動する生徒が増えた一方で、学びに価値を見い出せない生徒がいる。ひとりでも多くの生徒が意欲的に活動できるようなはたらきかけを行う。

	
	
	②


	私たちの暮らす地域の現状と課題への理解や未知なるものを求める知的な勇敢さの獲得を目指した学習を通して、３年間の探究活動の基礎をつくる。
	「ゆめかな」の活動を通して２年次以降の活動目標がたてられた生徒が
Ａ：８０％以上　　Ｂ：７０％以上
Ｃ：６０％以上　　Ｄ：５０％未満
	９７％の生徒が活動目標をたてることができ、すでに探究活動を開始した。

	Ａ
	仮説→検証→発表→フィードバックといった研究の流れに関する指導を引き続き実施する。

	
	
	③
	ＨＲ活動や委員会活動を通して、集団づくりや人間関係づくりを進め人間関係力を育てる。
	校内の活動で、十分な意見交換や協働した取組が日常的に達成できたと考える生徒の割合が 
Ａ：８０％以上　　Ｂ：７０％以上 
Ｃ：６０％以上　　Ｄ：６０％未満
	１月にアンケート実施　
９５％の生徒が「十分にできた（３６％）」または「だいたいできた（５９％）」と回答した。
	Ａ
	生徒会と連携し、特に学校行事を利用しながら、人間関係力を育てる。

	
	
	④

	携帯電話・スマートフォンの使用ルール遵守と1日の使用時間を削減する指導を進める。
	生徒１人あたりの携帯・スマートフォンの学習以外の１日平均使用時間が 
Ａ：３０分以内　Ｂ：４０分以内 
Ｃ：５０分以内　Ｄ：５０分より長い
	全体は、 ５９分 (総時間：８８分)
１年は、 ７３分（１００分）
２年は、　６０分（９０分）
３年は、　４６分（７５分）
	D
	教務課や進路指導課と連携し、学習時間を確保することで、使用時間を減らす。

	
	
	⑤
	時間厳守の習慣の確立を目指し、
「遅刻０運動」を継続する。
	「遅刻０の日数」が、「年間授業日数」に対して
Ａ：８５％以上　　Ｂ：７５％以上 
Ｃ：６５％以上　　Ｄ：６５％未満
	授業日数は、１７９日

遅刻０の日は、１４２日

目標達成率は、７９％
	Ｂ
	ホーム担任と連携して、遅刻者に個別指導を行う。

	
	
	⑥

	挨拶や服装・交通マナーなど基本的な生活習慣の定着について指導を徹底する。
	日常的に挨拶ができ、規則を守ることができた生徒の割合が 
Ａ：８５％以上　　Ｂ：７０％以上 
Ｃ：６０％以上　　Ｄ：６０％未満
	１月にアンケート実施
９７％の生徒が「十分身に付いている
（４８％）」または「まあまあ身に付いている（４９％）」と回答した。

	Ａ
	朝の登校時の指導を継続し、改善を目指す。

	学校関係者評価委員の評価
	・家庭学習時間の確保について、スマートフォンの使用時間が長いことも原因に挙げられているが、学校側だけでの取り組みでは難しいと思う。家庭内でのルール設定がなされているのかを問うことも必要ではないか。生徒たちにスマートフォンの利用に関する規則を作ってもらい、守ることができるような取り組みにしてみてはどうか。

	学校関係者評価委員の評価を
踏まえた今後の改善策
	・能登地区高Ｐ連で「スマートフォン等の使用をガマンする運動」の取り組みも行っており、利用時間に関する呼びかけはしているが、なかなか浸透していかない状況。今後指導の方法を検討していきたい。


№　３
	　重　点　目　標
	具　体　的　取　組
	実現状況の達成度判断基準
	現　　　状
	最終評価
	成果と次年度の改善策

	３
	地域社会や地元中学校と連携した取組により、探究力・社会力を育成する。
	1 
	「ゆめかな」の活動を、地域の方をはじめ多くの方に認知して頂き、発表会への参加者数を増やす。
	年２回行われる「ゆめかな」発表会の参加者が前年に比べて
Ａ：１５０％以上　　Ｂ：１２０％以上
Ｃ：１１０％以上　　Ｄ：１００％以下
	コロナの影響を鑑み、今年度の発表については、１１月はオンラインで実施
（３０名弱参加）し、２月は中止となった。
	Ｄ
	オンラインでも「聞いてみたい」と
地域の方に思ってもらえるような活動に発展していけるよう努力（学習内容や広報活動等）していきたい。

	
	
	②
	各教科の授業や探究学習において地元小・中学校との接続・連携を図る。
	地元小学生・中学生と高校生がともに学んだ回数が
Ａ：２０回以上　　Ｂ：１５回以上 
Ｃ：１０回以上　　Ｄ： ５回未満
	全部で６回
【内訳】

先輩に学ぶ進路講演会（計２回）
部活動による交流（計２回）
珠洲市中学生英語スピーチコンテスト
「ゆめかな」プロジェクト
	Ｃ
	コロナ禍で積極的な交流ができなかったが、時期をみて活動回数を増やしていきたい。

	
	
	③
	地元への愛着心を涵養し、地元産業に貢献する意欲を持った人材を育成する企業見学会、講演会を実施する。
	企業見学会、講演会等により、地元に就職することについて理解を深め、以前より地元に貢献する意欲が高まったと答えた生徒の割合が
Ａ：８０％以上　　Ｂ：７０％以上 
Ｃ：６０％以上　　Ｄ：６０％未満
	コロナの影響で見学会は実施できなかった。ふるさと企業を知る会のアンケート結果では、地元企業に興味関心を持ったと答えた生徒の割合が６３％であった。
	Ｃ
	今年度は企業の方の講話のみで、見学会が実施できなかった。次年度は見学会ができるようになればよい。

	
	
	④
	「産学官地域連携人材育成事業」と、地域学などにおいて地域と連携した授業展開をすすめて、地域愛を育てる。
	半期ごとにアンケートを実施し、授業開始前と比べて、地域の理解と貢献度が、向上した生徒の割合が
Ａ：８０％以上　　Ｂ：７０％以上 
Ｃ：６０％以上　　Ｄ：６０％未満
	コロナの影響により例年のような活動はできなかった。
地域に愛着を感じるようになった　８１％
地域に貢献したいと思うようになった　８１％
人間関係力が身についたと実感できた　８１％
	A
	対面型の地域との連携の機会は減ったが、校内での学習活動を通して地域への理解が進んでいる。

	
	
	⑤

	生徒会活動や部活動ごとに、地域行事におけるボランティア活動や、小中学校と合同練習会などを積極的に行い、地域社会に貢献できる人材を育てる。
	年間を通して地域貢献に参加した生徒の延べ人数の割合が
Ａ：１００％以上　　Ｂ：８０％以上 
Ｃ：　６０％以上　　Ｄ：６０％未満
	コロナの影響で地域行事が行われず、ボランティア活動にも参加できなかったため、評価せず。

	評価なし
	コロナ感染の状況を見極め、感染症対策を十分に図った上で、再開できそうなものから再開していく。

	学校関係者評価委員の評価
	・「ゆめかな」プロジェクトを通して、生徒たちがもっと地域の中に入ってほしい。伝統を形に残していくことができるように関わってほしい。

	学校関係者評価委員の評価を
踏まえた今後の改善策
	・「ゆめかな」プロジェクトの活動でもっと地域や異なる年代の人たちと関わる機会が増えることを望んでいる。今後更に地域と密接に関わることができるようにしていきたい。


№ ４
	重　点　目　標
	具　体　的　取　組
	実現状況の達成度判断基準
	集計結果
	最終評価
	成果と次年度の改善策

	４

	効率的な業務や指導法の改善によりワークライフバランスを実現する。


	①

	会議や校内研修を効率化することにより、生徒と向かい合う時間を確保する。
	事前に設定した時間内に会議が終了した割合が
Ａ：９０％以上　　Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上　　Ｄ：７０％未満
	９７％
【対象の会議】

職員会議：１０/１１回
校務運営委員会：７/７回

救急救命講習：１/１回
相談委員会：１０/１０回
衛生委員会１０/１０回
	Ａ
	会議や校内研修の効率化が進み、生徒と向かい合う時間が確保できるようになってきた。次年度も引き続き実施する。

	
	
	②
	会議や校内研修を効率化することにより、生徒と向かい合う時間を確保する。
	校内で行われた会議のうち、新たにペーパーレス化された会議の数が
Ａ：１５回以上　　Ｂ：１０回以上
Ｃ：　５回以上　　Ｄ：　５回未満
	全部で２８回
【実施内容】
職員会議（計６回）
校務運営委員会（計２回）
飯高タイムズ編集委員会
相談委員会（計９回）
衛生委員会（計１０回）
	Ａ
	年度途中より、個人情報に配慮した形でアプリケーションを使用し、ペーパーレス化を図った。引き続き、ペーパーレス化を総務課として推進していく。

	
	
	③
	可能な限りアンケートを電子媒体で行い、効率的な業務改善を推進する。
	校内で行われたアンケートのうち、電子化されたアンケートの数が
Ａ：１５回以上　　Ｂ：１０回以上
Ｃ：　５回以上　　Ｄ：　５回未満
	全部で１０回

【実施内容】　
ストレスチェック（各学期で１回）
進路選択科目調査

ＰＴＡ総会役員選挙

修学旅行アンケート

学校評価アンケート（前・後期）

「ゆめかな」アンケート（２回）
	Ｂ
	業務は効率的に行うことができ、環境にも配慮できた。しかし、保護者向けの回答数が減少したので改善を検討したい。

	
	
	④

	業務改善に取り組んでいることを地域や保護者の方々に周知し理解を図る。
	地域や保護者の方々に対して、教員の多忙化改善の取組について周知した回数が
Ａ：５回以上　　Ｂ：３回以上
Ｃ：１回以上　　Ｄ：０回

	全部で１０回
【実施内容】
ＰＴＡ総会（資料配布のみ）
部活動の年間計画をＨＰに掲載した。定時退校日のお知らせ（計８回）
	Ａ
	今後も、メールを使用して多忙化改善の取組を周知していく。

	学校関係者評価委員の評価
	・多忙化の改善について、学校の現状を保護者に理解してもらうことが必要。教職員の多忙化とあるが、時代の変化とともに指導の仕方や評価の方法なども変革のときだと思う。生徒にある程度の自由度を持たせてあげるなど、新しい指導の在り方が求められているのではないか。

	学校関係者評価委員の評価を
踏まえた今後の改善策
	・電子化アンケートや会議資料のペーパーレス化など、新たな取組を継続するとともに、様々な分掌からの意見を取り入れ、多忙化改善に努めていきたい。


